
科学的介護情報システム（LIFE） 第２回説明会

説明Ⅲ LIFEシステム操作について

令和7年３月1３日実施



本日の流れ

• 本日は以下の流れでご説明します。

（1） LIFE利用の流れ

（２） LIFEシステムにおける代表的な操作

• 操作職員情報・利用者情報の登録

• 様式情報の登録

• フィードバックの閲覧

LIFEシステム操作に
ついて説明Ⅲ

（１）令和6年度版フィードバックの変更点

(２) PDCA サイクルとフィードバックの活用

(３) 介護施設・事業所におけるフィードバック

  活用事例

フィードバックの活用に
ついて説明Ⅱ

（１）科学的介護の実現に向けたLIFEの

 役割・意義

（２）LIFEの利活用の推進に向けた自治体の

役割

自治体における
LIFEへの関わり方説明Ⅰ

⚫ LIFEの概要
を知りたい方

⚫ 自治体におけ
るLIFEに係
る事業所支援
について知り
たい方

視聴の対象となる方

約 3０ 分

所用時間

フィードバック
の活用の概要
及び事例に

ついて
知りたい方

約 4０ 分

LIFEシステム
における操作

の概要に
ついて

知りたい方

約 20 分
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本パートでお伝えしたいこと

• 「説明Ⅲ LIFEシステム操作について」でお伝えしたいことは以下のとおりです。

• 本パートでは、介護施設・事業所において行われる、LIFEシステムに係る主な
操作についてご紹介します。

Point！

• LIFEへデータ提出を行う項目には、必ず入力が必要となる「必須」の項目と、事務
連絡「科学的介護情報システム（LIFE）関連加算に関する基本的な考え方並びに 
事務処理手順及び様式例の提示について」において、LIFEへの提出が定められ
ているものの、やむを得ない場合と判断される場合には、空欄として提出するこ
とが認められる「原則必須」の項目があります。
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（1） LIFE利用の流れ
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LIFEの利用の流れ

• LIFEの基本的な利用の流れは、以下の通りです。

初回ログイン・初期設定

フィードバックの
閲覧

初回利用時
のみ実施※2

加算の算定
要件に応じた
頻度で実施

初回ログイン・初期設定

様式情報の登録

フィードバックの
閲覧

操作職員情報・
利用者情報の登録※2

※2 利用者情報は必要に応じて都度登録

操作職員管理ユーザー事業所管理者※1

新規利用ログイン

管理ユーザーの設定

起動アイコンの
ダウンロード

様式情報の登録

※1 事業所管理者は事業所の代表者
で、管理ユーザーの管理を行います

ログイン情報共有

ログイン情報共有
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LIFEのユーザー

• LIFEを利用できるユーザーには「管理ユーザー」と「操作職員」があります。

• 管理ユーザーと操作職員では操作できる機能の範囲が異なります。

「LIFE 導入ガイド」 1.1 LIFEのユーザーについて（1-6ページ） 一部改変

管理ユーザー 操作職員

操作職員情報管理 ○ ×

介護サービス利用者管理 ○ ×

様式情報管理 検索・閲覧・出力 ○ ○

登録・編集 ○ ○

個人情報入出力 出力 ○ ×

入力 ○ ○

フィードバックダウンロード ○ ○

○：操作可能 ×：操作不可

■ 管理ユーザー
管理ユーザーは、1 つの事業所に 1 名設定します。 

管理ユーザーは操作職員、記録職員、介護サービス利用者の管理を行うことができます。 

■ 操作職員
様式情報の入力を行うことのできるユーザーです。
1 つの事業所に複数名設定できます。 操作職員は、管理ユーザーによって追加、登録ができます。
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LIFE の動作条件

• LIFE の動作条件は以下のとおりです。 

「LIFE 導入ガイド」 1.3 お使いになるパソコンの条件 （1-9 ページ）
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新規登録の流れ

• 新規登録の流れは、以下の通りです。

新規登録の流れ

◼LIFE新規登録画面から新規利用ログインを行います。
◼電子請求受付システム（介護）のログイン ID、パスワード、電子

請求受付システム（介護）のセキュリティコード（設定している
場合）が必要です。

新規利用
ログイン

◼起動アイコンダウンロードページから、起動アイコンをダウン
ロードします。

起動アイコンの
ダウンロード

STEP3

◼ログイン後ページから管理ユーザーを設定します。
◼ユーザID及び初期パスワードを管理ユーザーに共有します。

管理ユーザーの
設定STEP2

STEP1

参照： 「LIFE 導入ガイド」 2.1 新規利用の手続きをする （2-23～2-36ページ）

管理
ユーザー

操作職員
事業所
管理者
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新規登録の流れ

• LIFEトップページの「新規登録」から新規利用ログインを行います。

厚生労働省の「科学的介護情報システム（LIFE）について」
よりLIFEのホームページへアクセス

管理
ユーザー

操作職員
事業所
管理者

参照： 「LIFE 導入ガイド」 2.1 新規利用の手続きをする （2-23～2-36ページ）

「新規登録」をクリック
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（２） LIFEシステムにおける代表的な操作
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LIFEシステムにおける代表的な操作

• LIFEシステムにおける代表的な操作についてご説明します。

① 操作職員情報・利用者情報の登録

② 様式情報の登録

• LIFEとデータ連携が可能な介護記録ソフトを導入している場合

• 紙で運用している場合・利用している介護記録ソフトがLIFE未対応で
ある場合

③ フィードバックの閲覧

操作職員情報・
利用者情報の登録

様式情報の登録
フィードバックの

閲覧
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① 操作職員情報・利用者情報の登録

• 様式の登録を行う「操作職員」、様式を登録する対象となる利用者の情報を登録します。

• LIFEトップページの「操作職員情報登録更新」より操作職員、「利用者情報登録更新」より介護
サービス利用者の情報を登録します。

「操作説明書（管理業務編）」 2.1 新しい操作職員の情報を登録する（2-9～2-12）

管理
ユーザー

操作職員
事業所
管理者

「操作職員情報登録更新」より
操作職員の情報を登録

「利用者情報登録更新」から
利用者の情報を登録

操作職員情報・
利用者情報の登録

様式情報の登録
フィードバックの

閲覧
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操作職員の登録画面

• 操作職員の情報は画面から登録を行います。

• 操作職員の登録時に設定するユーザID及び、登録後に発行されるパスワードを用いて操作職
員はLIFEにログインを行います。

「操作説明書（管理業務編）」 2.1 新しい操作職員の情報を登録する（2-9～2-12）

管理
ユーザー

操作職員
事業所
管理者

操作職員は、「ユーザID」と「初期パスワード」を用い
てログインを行う

操作職員管理ユーザー

ユーザID

初期パスワードを伝達

登録画面

登録後画面

操作職員情報・
利用者情報の登録

様式情報の登録
フィードバックの

閲覧
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利用者情報の登録方法

「操作説明書（管理業務編） 」 第3章 利用者情報を管理する

 〇 介護サービス利用者の登録

◆ 介護サービス利用者の登録方法は2種類あります。

（１） CSV取り込みによる登録

（２） 入力画面からの登録

介護ソフトから出力したCSVファイルを取り込み、介護サービス利用者

の情報を一括で登録する方法

介護サービス利用者の情報をLIFE画面から手入力する方法

管理
ユーザー

操作職員
事業所
管理者

操作職員情報・
利用者情報の登録

様式情報の登録
フィードバックの

閲覧
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利用者情報の登録（CSV取り込み） （1/2）

• 利用者情報をCSVファイルで一括取り込みを行う場合、LIFEトップ画面から「外部データ取込」
から登録を行います。

管理
ユーザー

操作職員
事業所
管理者

「外部データ取込」より登録を行う

「操作説明書（管理業務編） 」 3.1 CSV を利用して利用者情報を管理する
操作職員情報・
利用者情報の登録

様式情報の登録
フィードバックの

閲覧
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• 「参照」よりファイルを選択し、取り込みを行います。

利用者情報の登録（CSV取り込み）（2/2）
管理

ユーザー
操作職員

事業所
管理者

「操作説明書（管理業務編） 」 3.1 CSV を利用して利用者情報を管理する

取り込む CSV ファイルは、
一度に 20ファイルまで選択できます。 

「参照」より取り込むファイルを選択

操作職員情報・
利用者情報の登録

様式情報の登録
フィードバックの

閲覧
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• 利用者情報をLIFE画面から入力して登録する場合、画面表示に従い入力を行います。

保険者番号、被保険者番号、サービス種類は登録後に
変更することができません

「操作説明書（管理業務編） 」 3.2 LIFE の画面で利用者情報を管理する

管理
ユーザー

操作職員
事業所
管理者利用者情報の登録（画面入力）

操作職員情報・
利用者情報の登録

様式情報の登録
フィードバックの

閲覧
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様式情報登録方法

• 様式情報登録方法は、以下の2つの方法があります。

介護サービス利用者の評価・記録

様式情報の登録

方法 対象 概要

CSVファイルの取り込みに
よる登録

• LIFEに対応した介護ソフトを
使用している介護施設・事業所

LIFEに対応した介護記録ソフトを利用してい
る場合に、介護記録ソフト等で記録している情
報をCSVファイル形式で出力し、LIFEへの取
り込みを行います。

画面上の入力フォームから
の登録

• 介護ソフトを使用していない介
護施設・事業所

• LIFEに対応していない介護ソ
フトを使用している介護施設・
事業所

LIFEの画面から手入力でデータ登録を行いま
す。

管理
ユーザー

操作職員
事業所
管理者

操作職員情報・
利用者情報の登録

様式情報の登録
フィードバックの

閲覧
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様式情報の登録（CSV取り込み）

• 様式情報をCSVファイルで取り込む場合、「外部データ取込」より登録を行います。

管理
ユーザー

操作職員
事業所
管理者

参照： 「操作説明書（様式情報入力編）」 3.1 CSV ファイルを取り込む （3-11～3-19ページ）

「外部データ取込」より登録を行う

操作職員情報・
利用者情報の登録

様式情報の登録
フィードバックの

閲覧
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• 「参照」よりファイルを選択し、取り込みを行います。

参照： 「操作説明書（様式情報入力編）」 3.1 CSV ファイル
を取り込む （3-11～3-19ページ）

「参照」より取り込むファイルを選択

様式情報の登録（CSV取り込み）
管理

ユーザー
操作職員

事業所
管理者

取り込む CSV ファイルは、
一度に 20ファイルまで選択できます。 

操作職員情報・
利用者情報の登録

様式情報の登録
フィードバックの

閲覧
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• CSVファイル中に取り込みできないデータがあった場合、エラーが表示されます。

エラー内容の確認
管理

ユーザー
操作職員

事業所
管理者

① ファイル名 • CSV ファイルの名前

② 利用者ID/
利用者氏名

• エラーが発生しているデータの
利用者 ID と氏名

• 利用者 ID、利用者氏名を取得 
できなかった場合、「－」を表示

③ 種別 • CSV データの種別

④ 行番号/
列番号

• エラーが発生しているデータの
行／列の番号

⑤ エラー説明 • どのようなエラーか、説明が表
示される

参照： 「操作説明書（様式情報入力編）」 3.1 CSV 
ファイルを取り込む （3-11～3-19ページ）

「エラー表示」をクリック

操作職員情報・
利用者情報の登録

様式情報の登録
フィードバックの

閲覧
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画面上の入力フォームからの登録（1/2）

• LIFE画面より入力して登録を行う場合には、「様式情報」管理から操作を行います。

• サービス種類及び様式情報を登録する介護サービス利用者の利用者IDを選択します。

参照： 「操作説明書（様式情報入力編）」 4.1 様式情報を
入力する （4-20～4-28ページ）

「様式情報管理」より登録を行う

「サービス種類」を選択

「利用者ID」を選択

管理
ユーザー

操作職員
事業所
管理者

操作職員情報・
利用者情報の登録

様式情報の登録
フィードバックの

閲覧
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• 「様式情報管理」ページ左側より、登録する様式名を選択することで、画面に各様式内容に応じ
た入力フォームが表示されます。

参照： 「操作説明書（様式情報入力編）」 4.1 様式情報を入力する （4-20～4-28ページ）

管理
ユーザー

操作職員
事業所
管理者

操作 ゆう子

画面上の入力フォームからの登録（２/2）

137999999 00000415 利用 勇作 1000000001 要介護１ ７２ 歳

操作職員情報・
利用者情報の登録

様式情報の登録
フィードバックの

閲覧
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入力の留意点（1/3）

• 様式情報の各項目を入力します。

参照： 「操作説明書（様式情報入力編）」 4.1 様式情報を入力する （4-20～4-28ページ）

管理
ユーザー

操作職員
事業所
管理者

137999999 00000415 利用 勇作 1000000001 要介護１ ７２ 歳

項目のアイコンの意味について

必須 • LIFEへデータを提出するために、必ず登録が必要である項目を意味します

原則必須 • 事務連絡「科学的介護情報システム（LIFE）関連加算に関する基本的な考え方並びに事務
処理手順及び様式例の提示について」において、LIFEへの提出が定められている項目を
指します。

• やむを得ない場合と判断される場合には、空欄として提出することが認められます。

操作職員情報・
利用者情報の登録

様式情報の登録
フィードバックの

閲覧
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入力の留意点（2/3）

• 「やむを得ない場合」は以下の場合が該当します。

管理
ユーザー

操作職員
事業所
管理者

■ 令和６年度介護報酬改定に関するＱ＆Ａ（Vol.10）（令和６年９月27日）

問４ 要件として定められた情報を「やむを得ない場合を除き、すべて提出すること」 とされていれるが、「や
むを得ない場合」とはどのような場合か。

（答） 「やむを得ない場合」とは以下のような状況が含まれると想定される。 
• 通所サービスの利用者について、情報を提出すべき月において、当該月の中旬に 評価を行う予定で

あったが、緊急で月初に入院することとなり、当該利用者について情報の提出ができなかった場合 
• 全身状態が急速に悪化した入所者について、必須項目である体重等が測定できず、一部の情報しか提出

できなかった場合 
• システムトラブル等により情報の提出ができなかった場合

やむを得ない「システムトラブル等」には以下のようなものが含まれる。 
➢ LIFE システム本体や介護ソフトの不具合等のやむを得ない事情によりデータ 提出が困難な場合 
➢ 介護ソフトのバージョンアップ（LIFE の仕様に適応したバージョンへの更新） が間に合わないことで期

限までのデータ提出が困難な場合 
➢ LIFE システムにデータを登録・提出するパソコンが故障し、パソコンやデータの復旧が間に合わない等、

データ提出が困難となった場合
等のやむを得ない場合においては、事業所・施設の利用者又は入所者全員に当該加算を算定することは可
能である。 
ただし、情報の提出が困難であった理由については、介護記録等に明記しておく必要がある。 

操作職員情報・
利用者情報の登録

様式情報の登録
フィードバックの

閲覧
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入力の留意点（3/3）

• 様式情報のステータスには「確定」と「作成中」があります。

参照： 「操作説明書（様式情報入力編）」 4.1 様式情報を入力する （4-20～4-28ページ）

管理
ユーザー

操作職員
事業所
管理者

15：通所介護

操作 ゆう子

利用 ツル子

利用 一郎ﾘﾖｳ ｲﾁﾛｳ

ﾘﾖｳ ﾂﾙｺ

利用 昌子ﾘﾖｳ ﾏｻｺ

利用 賢治ﾘﾖｳ ｹﾝｼﾞ

0000000001

0000000002

0000000003

0000000004 要介護３

確定
24/07/09

確定
24/07/09

「確定」と「作成中」の違いについて

確定 • 登録を行って厚生労働省へのデータ提出が完了した様式情報

作成中 • 一時保存を行った様式情報

厚生労働省へのデータ提出の有無は、
様式が「確定」と表示されているか否かをご確認ください

操作職員情報・
利用者情報の登録

様式情報の登録
フィードバックの

閲覧
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フィードバック閲覧ページへのアクセス

• 令和6年度版フィードバックの閲覧は、LIFEシステムログイン後のトップページボタン「フィードバック参照」
より行います。

• 「フィードバックダウンロード」のボタンから遷移するページでは、令和3年度版フィードバック（Excel）をダ
ウンロードすることができます。

【LIFEシステムログイン後 トップページ】

令和6年度版フィードバックの閲覧は
「フィードバック閲覧」ボタンをクリック

「フィードバックダウンロード」ページでは、
令和3年度版フィードバックダウンロード

が可能

操作職員情報・
利用者情報の登録

様式情報の登録
フィードバックの

閲覧
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閲覧するフィードバックの選択

• 「フィードバック参照」ボタンから遷移したページでは、閲覧するフィードバックを選択することができます。

事業所フィードバックと利用者フィードバックの切り替えが可能
灰色のボタンが現在選択されているフィードバックを示す

閲覧したい加算を選択
「かかりつけ医連携薬剤調整加算・薬剤管理指導」は

事業所フィードバックのみ提供



29

選択した加算のフィードバック表示

• 選択した加算のフィードバック画面が表示されます。
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選択した加算のフィードバック表示

• 閲覧したいサービス種類及び表示期間を設定することで、フィードバックが表示されます。

サービス種類を選択
自施設・事業所において様式の登録を
行ったサービス種類が表示される グラフにおいて表示する期間を選択

最新の集計時点から最大12か月の範囲を選択可能
※事業所フィードバックは3ヶ月単位、

利用者フィードバックは1か月単位で選択可能

（例）表示期間を2024年2月～2025年1月と設定
事業所フィードバック：
2024年4月、7月、10月、2025年1月の4時点から選択
利用者フィードバック: 
2024年2月～2025年1月の各月から選択
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選択した加算のフィードバック表示

• 利用者フィードバックでは、利用者IDの選択により、表示する利用者を選択します。

• 利用者IDは、前方一致検索（IDの先頭の数字から一致したものを検索する方法）を行うことができます。

利用者IDの選択により表示する
利用者を選択

利用者IDは前方一致検索が可能



32

グラフ表示の留意事項①

• 自事業所もしくは利用者のグラフ及び表において、集計対象となるデータが存在する場合に、グラフ及び表
内の該当する欄が表示されます。

• ただし、自事業所及び利用者のデータがない場合であっても、全国のグラフは表示されます。

■ 事業所フィードバックの例（科学的介護推進体制加算）

2024年2月の自施設・事業所のデータが存在しない場合

データがない時点は表示されない

【（横）積み上げ棒グラフ】 【折れ線グラフ】
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グラフ表示の留意事項①

• 自事業所もしくは利用者のグラフ及び表において、集計対象となるデータが存在する場合に、グラフ及び表
内の該当する欄が表示されます。

• ただし、自事業所及び利用者のデータがない場合であっても、全国のグラフは表示されます。

■ 利用者フィードバックの例（科学的介護推進体制加算）

【2時点を比較する（横）棒グラフ】 【表】

存在しない時点のデータは
表示されない

データが存在しない場合、表は
空欄として表示される
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グラフ表示の留意事項②

• 全国値に対する絞り込み条件は、同時に複数設定することができます。

• ただし、その結果、対象となる介護施設・事業所数が11施設・事業所未満となった場合や、利用者数が11名
未満となった場合、グラフが非表示となります。

絞り込み条件は同時に複数設定可能
ただし、11施設・事業所未満もしくは利用者数が
11名未満となった場合、グラフが非表示となる
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